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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問 問３ 「17」

正解率 ２６.３％
SS70～75 ４９.４％
SS65～70 ３４.５％
SS60～65 ２９.７％
SS50～55 ２6.2％
SS45～50 ２5.7％

第３問 問３ 「17」日本史B

史料と既習の知識を結びつけて考察する問題で、各学力層で差がついた

2023年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「日本史B」
受験者数： １１２，６９９人
平均点： 47.8点
標準偏差： 18.7

【出典】 問題・集計結果データともに、202３年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第３問の問３は、北条泰時に関する史料を読解するとともに、泰時が行った政策
について考える問題で、各学力層で差がつきました。

北条泰時の庶民への具体的な善政場面を「返上の期」「証文を焼き棄てられ」
に注意しつつ史料から読み解き、鎌倉時代の幕政と関連づけて考える力が求め
られました。

本問では、史料中の「出挙」や「証文を焼き棄てられ」が意味していることを想
起できるかで差がついたと考えられます。

史料から情報を読み取る力に加えて、教科書で学習した知識を確実に習得して
おくことが求められます。これからの２か月半では、表やグラフなどさまざまな資料
を用いた問題演習を重ねるとともに、問題演習を通して知識事項を確実に習得
することが大切です。知識を習得する際には、個別の事象を暗記するのではなく、
前後関係も踏まえた流れを理解することで、効果的に習得することができます。

共通テストでは、初見資料が出題されることがあります。初見資料を確実に読み
解くためには、注釈や設問文の情報に着目し、そこから何がわかるのかを考え
る練習を重ねておくことが重要です。

結 果 分 析

指導の ご提案

実戦形式の類題演習のご提案ページへ
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https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027jah_2.pdf

